
平成２０年度 収支予算と事業計画〔要約〕 

●ＮＨＫは、経営の改革、コンプライアンスの徹底、業務・要員体制の見直しを図り、

視聴者に信頼される、デジタル時代にふさわしい公共放送を目指します。 

●番組を充実し、幅広い視聴者から支持される放送を目指すとともに、地上デジ

タル放送の普及促進に努めます。また、外国人向けの国際放送を強化します。 

●受信料制度の理解促進を図り、受信料の公平負担に向けた施策を徹底すると

ともに、より公平で合理的な受信料体系への改定を行います。 

平成２０年度予算のポイント 

事業収支（一般勘定） 

テレビ国際放送の充実・強化 アーカイブス・オンデマンド（仮称） 
平成２０年１２月開始予定 

放送設備などの整備 

事業分野別予算（人件費・減価償却費を含む） 

（単位 億円） 

事 業 収 入  

　　受　　　信　　　料 

　　その他の事業収入 

事 業 支 出  

　　国　内　放　送　費 

　　国　際　放　送　費 

　　契　約　収　納　費 

　　人　　　件　　　費 

　　その他の事業運営費 

　　減 価 償 却 費 等  

事 業 収 支 差 金  

6,348 

6,130 

218 

6,307 

2,684 

85 
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1,826 

244 

873 

41

6,575 

6,350 

224 

6,472 

2,774 

111 

590 

1,802 

272 

921 

102

226 

220 

5 

164 

89 

25 

△    2 

△  23 

27 

47 

61

3.6％ 

3.6％ 

2.6％ 

2.6％ 

3.3％ 

29.5％ 

△  0.3％ 

△  1.3％ 

11.2％ 

5.5％ 

債 務 償 還 充 当  41 33 △  7

収 支 過 不 足  68 68

平成19年度 
予 　算 　額 

平成20年度 
予 　算 　額 

増 減 額  区 　 　 分  増 減 率  

（億円未満は切り捨てて表示しています） 

●英語ニュース、アジアニュースや経済情報の強化 

●日本の文化を紹介する外国人向け番組などの充実 

●テレビ国際放送の英語化率１００％を年度後半に達成 

●ＮＨＫのテレビ国際放送を海外でより受信しやすくする 
　ための環境の整備 

平成２０年度末までに受信環境を整備する予定の地域 

●ＮＨＫのコンテンツをブロードバンドでパソコンやテレ

ビに有料で提供するサービスの開始 

●ＮＨＫが過去に放送した番組や、放送後１週間から１０日

程度の番組・ニュースの配信を予定 

配信 
サーバ ユーザー 

ブロードバンド回線 

動画配信 

視聴申し込み 

平成１９年度 平成２０年度 

予算額 ７０７億円 

３４１億円 

１００億円 

３１億円 

２３３億円 

３２６億円 

１３０億円 

１５億円 

２９６億円 

予算額 ７６９億円 

●地上デジタル 
平成２３年７月の完全デジタル化に向け、地上デジタル放送の

視聴可能地域を拡大するための設備を整備 

●ハイビジョン 
ニュースや番組制作のためのハイビジョン放送設備について

地域放送局を重点的に整備 

●会館建設 
横浜放送会館等を整備 

●番組設備等 
テレビ国際放送設備等を整備 

［　］内は構成比率 

人件費と減価償却費に
ついては要員・施設に応
じて配分しています。 

事業支出 
６，４７２億円 国内放送番組の 

制作と送出 
４，７９９億円 ［７４.２％］ 

事業の管理 ２６５億円 ［４.１％］ 

財務費、特別支出、予備費 
２０２億円 ［３.１％］ 広報活動 ４６億円 ［０.７％］ 

受信サービス活動 
６２億円 ［１.０％］ 

受信契約および受信料の収納 
７５６億円 ［１１.７％］ 

国際放送番組の制作と送出 
１５０億円 ［２.３％］ 

番組・放送技術の調査研究 
１８７億円 ［２.９％］ 

予算や決算に関する詳しい資料はＮＨＫのホームページでもご覧になれます。 
http://www.nhk.or.jp/pr/



事業運営の重点事項 

平成２０年度の主な番組など 

受信料収入の推移 

受信料収入 

より公平で合理的な受信料体系への改定 

平成２０年度の受信料収入は、契約件数等を増加させることで、１９年度予算６,１３０億円を２２０億円上回る、６,３５０億円

を目指します。また、より公平で合理的な受信料体系への改定を行います。 

　　訪問集金の廃止（平成２０年１０月１日から） 
訪問集金を廃止し、より効果的・効率的な契約収納体制を構築します。 

 

　　障害者の方に対する受信料免除の適用範囲拡大（平成２０年１０月１日から） 
生活状態に関する基準を統一*するとともに、障害者の方に対する免除の適用範囲を拡大します。 

＊全額免除の場合の適用条件を、家族に障害のある方がいる世帯で、世帯構成員全員が市町村民税非課税の場合に統一します｡ 

 

　  「事業所割引の導入」「家族割引の拡大」を実施（平成２１年２月１日から） 
負担の大きい複数支払のあり方を見直し、契約件数を増加させることで受信料の公平負担を図ります。 

 
　　◇事業所割引の導入　事業所を対象に、同一敷地内における２契約目以降の受信料を半額に割引 

　　◇家族割引の拡大　　対象を同一生計の学生および単身赴任の方から、同一生計の世帯であれば複数の

住居で受信料をお支払いいただく方すべてに拡大し、あわせて割引率を３３％から５０％

（２契約目以降の受信料を半額）に拡大 

 区　　　分 18年度決算 19年度予算 19年度見込  20年度予算 

 受信契約件数 0.3 20 20 25 

 年度末件数 3,618 3,639 3,638 3,663 

 うち衛星契約 37 40 40 45 

 年度末件数 1,284 1,322 1,324 1,369 

 未 収 削 減 △　61 △　32 △　32 △　30 

 年度末件数 298 297 266 236

15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 

6,500 

6,250 

6,000 

0

〔受信契約件数等の年間増減〕 （単位 万件） 

（単位 億円） 

視聴者のみなさまとともに考え、ともに作る番組やイベントに取り組みます。 
地　域 

防　災 

福　祉 

食　料 

環　境 

● 「地域発！ぐるっと日本」、地域の現状や課題に向き合うイベントの実施 

● 防災の日に関連した特集番組、「NHK防災キャンペーン」の全国展開 

● 認知症等をテーマとした番組、「NHKハート展」「NHK歳末・海外たすけあい」など「NHKハートプロジェクト」の実施 

● 「産地発！たべもの一直線」、全都道府県での「ふるさとの食にっぽんの食フェスティバル」の実施 

● 「世界一周！地球に触れる・エコ大紀行」、「NHKエコパーク」など環境キャンペーンの実施 

「ドラマ8」〈木・後8時台〉 
「東京カワイイ★ＴＶ」〈木・前0時台〉 
「地域発！ぐるっと日本」〈日・前10時台〉 
ＮＨＫスペシャル「日本とアメリカ」 
   　　　　　　「北極大変動」 

「テレ遊び☆パフォー！」〈水・前0時台〉 
「土曜時代劇」〈土・後7時台〉 
「瞳　一連続テレビ小説一」〈月～土・前8時台〉 
大河ドラマ「篤姫」〈日・後8時台〉 

「シャキーン！」〈月～金・前7時台〉 
「おさるのジョージ」〈土・前8時台〉 
「めざせ！会社の星」〈土・後11時台〉 
「リトル・チャロ カラダにしみこむ英会話」 
 　　　　　〈月・後11時台〉 

「世界一周！地球に触れる・エコ大紀行」 
 　　　　　〈土・後7時台ほか〉 

「はろ～！あにまる」〈月～金・前11時台〉 
「クラシックミステリー 名曲探偵アマデウス」 
 　　　　　〈金・後7時台〉 

「関口知宏のファーストジャパニーズ」 
 　　　　　〈年10回・土・後10時台〉 

「アジアンスマイル」〈日・後6時台〉 
「地球特派員2008」〈年9回・土・後10時台〉 
「ＢＳベストスポーツ」〈月・前0時台〉 

●オリンピック北京大会（８月８日～８月２４日）、 
　北京２００８パラリンピック大会（９月６日～９月１７日） 

●北海道洞爺湖サミット（７月７日～７月９日） 

「私も一言！夕方ニュース」〈月～金・後5～6時台〉 
「ラジオビタミン」〈月～金・前8～11時台〉 
「ふるさとラジオ」〈月～金・後0～1時台〉 
 

「外国語ニュース」 
「チャロの英語実力講座」〈月～土・前7時台〉 
 

 

「オーケストラの夕べ」〈日・後7～8時台〉 
「今日は一日“○○”三昧」〈月1回程度〉 

「ＢＳ熱中夜話」〈金・前0時台〉 
「にっぽん熱中クラブ」〈金・後10時台〉 
「ザ☆ネットスター！」〈年10回・土・前0時台〉 
「衛星映画劇場  ～没後10年特集  黒澤明監督全作品放送」　 
　　　　　　　　　　　〈月2回程度・土・後9～10時台〉 

総　合 

衛星第2

ラジオ第1

ラジオ第2

F M

教　育 

衛　星 
ハイビジョン 

衛星第1

大河ドラマ「篤姫」 

1  “ＮＨＫだからできる”放送を通して放送の公共的役割を追求 

2 　地域放送充実への取り組み 

3　 国際放送による海外への情報発信の強化 

4　 地上デジタル放送の普及促進 

5　 新たな放送サービスの開発や放送の発展に向けた調査研究の推進 

6　 受信料の公平負担に向けた契約収納活動の強化と経費の削減 

7　 視聴者のみなさまとの結びつきの強化 

8　 信頼される公共放送のための業務運営の改革 

9　 子会社等の改革 

決 算 
決 算 

決 算 

決 算 

見 込 

予 算 

予 算 
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1,826 

244 

873 

41

6,575 

6,350 

224 

6,472 

2,774 

111 

590 

1,802 

272 

921 

102

226 

220 

5 

164 

89 

25 

△    2 

△  23 

27 

47 

61

3.6％ 

3.6％ 

2.6％ 

2.6％ 

3.3％ 

29.5％ 

△  0.3％ 

△  1.3％ 

11.2％ 

5.5％ 

債 務 償 還 充 当  41 33 △  7

収 支 過 不 足  68 68

平成19年度 
予 　算 　額 

平成20年度 
予 　算 　額 

増 減 額  区 　 　 分  増 減 率  

（億円未満は切り捨てて表示しています） 

●英語ニュース、アジアニュースや経済情報の強化 

●日本の文化を紹介する外国人向け番組などの充実 

●テレビ国際放送の英語化率１００％を年度後半に達成 

●ＮＨＫのテレビ国際放送を海外でより受信しやすくする 
　ための環境の整備 

平成２０年度末までに受信環境を整備する予定の地域 

●ＮＨＫのコンテンツをブロードバンドでパソコンやテレ

ビに有料で提供するサービスの開始 

●ＮＨＫが過去に放送した番組や、放送後１週間から１０日

程度の番組・ニュースの配信を予定 

配信 
サーバ ユーザー 

ブロードバンド回線 

動画配信 

視聴申し込み 

平成１９年度 平成２０年度 

予算額 ７０７億円 

３４１億円 

１００億円 

３１億円 

２３３億円 

３２６億円 

１３０億円 

１５億円 

２９６億円 

予算額 ７６９億円 

●地上デジタル 
平成２３年７月の完全デジタル化に向け、地上デジタル放送の

視聴可能地域を拡大するための設備を整備 

●ハイビジョン 
ニュースや番組制作のためのハイビジョン放送設備について

地域放送局を重点的に整備 

●会館建設 
横浜放送会館等を整備 

●番組設備等 
テレビ国際放送設備等を整備 

［　］内は構成比率 

人件費と減価償却費に
ついては要員・施設に応
じて配分しています。 

事業支出 
６，４７２億円 国内放送番組の 

制作と送出 
４，７９９億円 ［７４.２％］ 

事業の管理 ２６５億円 ［４.１％］ 

財務費、特別支出、予備費 
２０２億円 ［３.１％］ 広報活動 ４６億円 ［０.７％］ 

受信サービス活動 
６２億円 ［１.０％］ 

受信契約および受信料の収納 
７５６億円 ［１１.７％］ 

国際放送番組の制作と送出 
１５０億円 ［２.３％］ 

番組・放送技術の調査研究 
１８７億円 ［２.９％］ 

予算や決算に関する詳しい資料はＮＨＫのホームページでもご覧になれます。 
http://www.nhk.or.jp/pr/
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